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目的・ねらいを共有した教育活動の実践を!!
～当たり前の取組（その７）～

新型コロナウイルス感染症防止のために、教職員の皆様には様々な対応にご

尽力いただき、大変感謝申し上げます。その中でも、児童生徒の心身の成長に

つながる学校行事が、各学校の状況に合わせて実施できつつあることは、少し

ずつ日常の学校生活を取り戻しつつあると感じさせられます。

学校行事を通して、児童生徒や教職員が活気づき、学校に笑顔があふれるこ

とを願うばかりです。

学校行事等様々な教育活動を行うためには、必ず目的があります。感染症拡

大防止により自粛ムードのため、ややもすると児童生徒が不憫であるという感

情だけで教育活動の内容を考えていないでしょうか？「この教育活動を通して、

どのような力を身に付けるのか。」を明確にし、教職員でその目的・ねらいを

共有して実施することを大切にしていきましょう。

いい顔・いい声・いい心で 日々の教育活動の実践を!

◇日常の教育活動を振り返ってみましょう!!

○授業の「めあて」と「振り返り」は、適切であるか。

〇意図のある児童生徒指導になっているか。

〇清掃活動や委員会活動の意義を伝えているか。

◇学校行事に目を向けてみましょう!!

〇児童生徒が主役になっているか。

○学びがあるものになっているか。

〇他者との関わりが感じられるものになっているか。

～目的を問い直すことで、教育活動の改善につなげましょう!!～

下野市教職員の当たり前!! 『節電、節水、節約』

小さなサインを見逃さず、早期発見・早期対応 ３Ｓ運動推進中

迅速な報告・連絡・相談を!! 下野市学校教育課

℡ 0285-32-8918


